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皿観光地点検

２００３年の小泉内閣による

「観光立国宣言」以来、多くの

自治体が「観光立県」に名乗り

を上げ、様々な条例や基本計画

が策定されている。埼玉県でも、

１２年３月に「埼玉県観光づく

り推進条例」が施行されるとと

もに、この条例に基づき「おも

てなし日本一の埼玉県観光づく

り基本計画（１２～１６年度)」

が策定され、現在、総合的な観

光施策が准められている。

他県と異なる観光立県宣言

この計画は、自県の強みと弱

みを冷静に分析した極めて戦略

性の高い、良質の計画であるが、

中でも特に目を引くのが、５つ

のリーディングプロジェクトの

１つとして「アニメの聖地化推

進プロジェクト」を掲げている

点と、施策の１つとしてご当地

キャラクターでの情報発信と観

光ＰＲを掲げている点である。

実はこうした異彩を放つ項目

が計画に含まれる大きな背景と

なったのが、過去に県が行った

『埼玉「超（ちよ～)」観光立

県宣言』に伴う一連の取り組み

堅

剛謡晒隔翻'‘…掌禰誉護
山村高巡○

弱点を分析し武器に､豊かな個性ｱビー ﾙ
多彩な観光ブﾛグﾗﾑで観光立県目指す

であった。一見冗談のような亘しかしこの一見自虐的に見え

言であるが、県が新しい切り口る内容は、極めて冷徹な分析|こ

の観光プログラムを大胆に打ち基づく弱点の明確化である。さ

出していくことを目指して、らに弱点を笑い飛ばすことでこ

１０年１月に真剣に行った宣言れを武器にして、対象市場を再

だ。定 義している。そうすることで、

一般に観光立県宣言では、自隣接都県との競合ではなく、共

らの歴史・伝統・自然などの豊存を可能とする補完関係の構築

かさを讃える文言が並ぶことがを目指しているのだ。

常である。しかし『埼玉「超」一般に自治体の観光政策は、

観光立県宣言』はその逆を行く。シビアな地域間競争を踏まえた

冒頭で「海なし、温泉地なし、競争戦略に基づく。つまり、他

世界遺産なし」と自県の弱点をの自治体は観光客を奪い合う相

列挙することに始まり、「東京手であり、競争によって勝たれ

を訪れる外国人観光客を積極的ばならない相手である、という

に横取りします」といった決意発想である。

で終わる、自虐的とも

とれる極めて特異な宣
埼玉「超（ちよ～)」観光立県宣言

言文であった。
平成22年１月１２日

さらに観光振興にお埼玉県は、長引く景気低迷のなか、県民の皆様

いて経済波及効果を高 に夢と元気を与えるために、ここに埼玉「超」

観光立県宣言を発表します。

めるために目指すべき
宣言文

は宿泊客の増加であり、一､海なし、温泉地なし、世界遺産なしの埼玉
「日帰り観光県」とい県は、常に新しい観光プログラムで大胆に勝負

します。

う方向'|生は、本来避け－､埼玉県はひとつずつは小粒でもキラリと光
るべきシナリオであるる新しい観光資源を徹底的に結び付け魅力倍増

をはかります。

し、また、「横取り」－､埼玉県は首都圏４０００万人のマーケットを
という表現にしても、控える優位性を最大限活かし、気軽に訪れるこ

とができる日本一の日帰り観光県を目指しま
競争というより、自県

す。

だけではインバウンド－、埼玉県は自然、歴史、文化など日本の縮図
といえる特徴を活かし、東京を訪れる外国人観

誘致が不可能なことを
光客を積極的に横取りします。

自剛しているようにも
出所）埼玉県公式観光サイト「ちよこ旅埼玉」

取れる。http://wwwSainokuni,kankojp/?page-id=317より

埼玉「超（ちよ～)」観光立県宣言

平成22年１月１２日

埼玉県は、長引く景気低迷のなか、県民の皆様

に夢と元気を与えるために、ここに埼玉「超」

観光立県宣言を発表します。

宣言文

一、海なし、温泉地なし、世界遺産なしの埼玉

県は、常に新しい観光プログラムで大胆に勝負

します。

－、埼玉県はひとつずつは小粒でもキラリと光

る新しい観光資源を徹底的に結び付け魅力倍増

をはかります。

－、埼玉県は首都圏4000万人のマーケットを

控える優位性を最大限活かし、気軽に訪れるこ

とができる日本一の日帰り観光県を目指しま

す。

－、埼玉県は自然、歴史、文化など日本の縮図

といえる特徴を活かし、東京を訪れる外国人観

光客を積極的に横取りします。
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こうした、観光を入込数と経

済効果を指標とした勝ち負けで

評価するという考え方は、性々

にして相手がどうなろうと自分

の自治体さえよければ良いとい

う偏狭な愛郷心を生む。そして

そこから地域間の協力や共存と

いった動きはなかなか生まれな

いし、場合によっては他者への

蔑視を生んでしまうこともある。

埼玉県の宣言が、こうした他の

自治体の従来型の競争戦略とは

一線を画している点に注目すべ

きだ。

全自治体にゆるキャラを

「埼玉「超」観光立県宣言』

にある理念が顕著に具現化され

た一例が、「ゆる玉応援団」で

ある。同宣言の「ひとつずつは

小粒でもキラリと光る新しい資

源を徹底的に結び付け魅力倍増

をはかる」という戦略が、「ゆ

る玉応援団」という形で結実し

ているのだ。

もともと「ゆる玉応援団」は、

ＯＢ年１１月１４日、埼玉県の魅

力をＰＲする目的で結成された、

埼玉県の自治体・観光協会・商

工会議所・商工会等のキャラク

ターによる団体である。同日に

施行された「ゆる玉応援団設置

要綱」第二条によれば、「同応

援団は、着ぐるみがあり、観

光・物産ＰＲイベントや広報で

活動できるキャラの中から、応

援団への加入を希望するキャラ

で組織し、知事が任命する」こ

とになっている。

禁複製・無断転載

こうした中、「埼玉「超」観

光立県宣言ｊで「埼玉をゆるキ

ャラの聖地に」という方針が明

示され、上田清司知事も、県内

全70市町村(当時）全てに「ご

当地キャラクター」をつくるよ

う呼びかけた。その結果、１３

年２月末現在、埼玉県のマスコ

ット「コバトン」を団長に９１

のご当地キャラクターが観光イ

ベントを中心に活躍している。

また、全国からご当地キャラ

クターが集まる「ゆるキャラさ

みつと」の開催にも成功。昨年

１１月２４．２５日に羽生市で開

催された「ゆるキャラさみつと

in羽生」では、２日間で29万

５０００人が来場するという盛況

ぶりであった。

重要なのは、１２年の「さみ

つと」が、全国からご当地キャ

ラクターが集まり「東北の被災

地を応援しよう」「地域と地域

が協力して助け合おう」という

理念の下開催された点である。

まさに自治体間に共存を可能と

する補完関係が構築できた好例

だ。地域の違いは、決して勝ち

負けや優劣で測るものではなく、

個‘性の違いとして笑顔で認め合

うべきものなのだ。このことを

全国に向けて発信した同イベン

トの功績は大きい。

今後のポイント

こうした流れを更に遡ると、

埼玉県産業労働部観光振興室

（現在の産業労働部観光課）が

ＯＢ年４月１日にインターネッ

観光地点検狽

トサイト上に開設した仮想観光

協会「埼玉ちよ～でい－ぶな観

光協会」に行きつく。「アニメ

課』「エンタメ課」「ロケーショ

ン課」「面白スポット課」「ゆる

キャラ課」の５課で構成され、

県内の関連する興味深いスポッ

トを紹介する観光サイトで、大

きな話題を呼んだ。

筆者も開設当初、県の担当者

から「埼玉が誇るアニメなどを

観光資源にして、世界にＰＲし

ていきたい」という熱い思いを

聞き、深い感銘を受けた記憶が

ある。この仮想観光協会は現在

も健在で、埼玉県の趣味性の高

い観光1情報を発信し続けている

（http://www・sainokuni‐

kankojp/?page-id＝１１２１)。

いずれにせよ、一流の観光資

源にあぐらをかいている地域よ

り、自分の弱点をしっかり踏ま

え、小粒でも、できることをが

んばる、そんな等身大で人情味

のある埼玉県の観光施策に好感

を覚える旅行者は少なくない。

もちろん首都圏という巨大な商

圏を持つという地の利もあるが、

それを差し引いても、同県の姿

勢に学ぶ点は多い。日本の地方

が、埼玉のように、従来の価値

観にとらわれることなく、独自

の軸で自県を元気にアピールし

ていくことができたなら、日本

はもっともっと元気になるはず

である。

（４月から第３月曜日発行号

は山村氏に代わり奈良県立大学

の岡本健氏が担当します）回
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